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輸入とうもろこしの流通経路

○とうもろこしは日本の穀物輸入量の約６割を占めており、その65%が飼料用に、20%がコーンス
ターチ用に、残りが食用に使用されている※。

○輸入されたとうもろこしは、港湾背後に立地するサイロに一時保管された後、飼料工場等
で加工され畜産農家等の最終需要者に届けられる。

穀物輸入品目の内訳

飼料用とうもろこしに係る原産地から最終需要地までの流通ルート

※日本スターチ・糖化工業会ＨＰより

穀物輸入品目の内訳
（穀物輸入量 2889万トン）

その他

898万トン

大豆

とうもろこし
1601万トン

加工工場

加工工場

加工工場

大豆

390万トン

サイロ

サイロ

サイロ加工工場 加工工場

出典：港湾統計年報（2009）
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とうもろこし輸入港湾の周辺における飼料工場の立地状況

○畜産業が盛んな地域の近傍に多くの飼料工場が立地している。
○飼料用とうもろこしは北米等からの輸入に依存しており、港湾の周辺に飼料工場が集積し
ている。

都道府県別の畜産業規模と地域別の配合飼料生産量 港湾におけるとうもろこし輸入量と地域別の配合飼料都道府県別の畜産業規模と地域別の配合飼料生産量

配合飼料生産量が200万トン以上
である地域

配合飼料生産量が100万トン以上
配合飼料生産量が200万トン以上
である地域

地域別配合飼料生産量

地域別配合飼料生産量

小樽港

港湾におけるとうもろこし輸入量と地域別の配合飼料
生産量

釧路小樽

帯広

出典：配合飼料価格等実勢調査（2009）

配合飼料生産量が100万トン以上、
200万トン未満である地域

配合飼料生産量が100万トン未満
である地域

出典：配合飼料価格等実勢調査（2009）

である地域

配合飼料生産量が100万トン以上、
200万トン未満である地域

配合飼料生産量が100万トン未満
である地域

釧路港
（87万トン）

小樽港
（15万トン）

苫小牧

八戸

釜石
花巻

１,０００億円以上２,０００億円未満

５００億円以上 １,０００億円未満

２,０００億円以上

１００億円以上 ５００億円未満

都道府県別畜産業生産額
出典：配合飼料価格等実勢調査（2009）

とうもろこしの輸入量が
10万トン以上である港湾

出典：港湾統計年報（2009）

各港湾でのとうもろこし輸入量
苫小牧港
（74万トン）

八戸
（104万トン）

釜石港
花巻

石巻

仙台塩釜

新潟

太田・赤城

１００億円以上 ５００億円未満

１００億円未満

出典：都道府県別農業産出額（2009）

（12万トン）

石巻港
（36万トン）

鹿島港
名古屋港
（ 万ト ）

神戸港

図中の地名は飼料工場が立地している
場所の地名を表わす

括弧内の数字は、とうもろこしの輸入量
を表わす。

鹿島

千葉清水

神戸
北九州

博多

佐世保

三原
鹿島港
（283万トン）

千葉港
（52万トン）

（157万トン）
水島港
（170万トン）

神戸港
（73万トン）

博多港
（48万トン） 田子の浦港
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三河
衣浦名古屋

水島坂出
八代

鹿児島 志布志

宇和島

清水港
（12万トン）三河港

（14万トン）
衣浦港
（107万トン）

八代港
（34万トン）

鹿児島港
（83万トン） 志布志港

（167万トン）

四日市港
（10万トン）

田子の浦港
（38万トン）



国際バルク戦略港湾（穀物）の概要
目標

● 年ま 現在主力とな る輸送船舶（パナ ク 船（岸壁水深 程度））●2015年まで 現在主力となっている輸送船舶（パナマックス船（岸壁水深：14m程度））

の満載での入港に対応。

●2020年まで パナマ運河の拡張や一括大量輸送による物流コスト削減を見据え登場する最大級の

輸送船舶（ポストパナマックス船（岸壁水深：17m程度））の満載での入港に対応。輸送船舶（ポストパナマックス船（岸壁水深：17m程度））の満載での入港に対応。

平成23年5月に国際バルク戦略港湾を選定

鹿島港、志布志港、名古屋港、水島港、釧路港
なお 「清水港 田子 浦港 に関し は 次世代大型船舶に

小樽
15万トン

なお、「清水港・田子の浦港」に関しては、次世代大型船舶について、
名古屋港をファーストポートとし、これと連携しつつ対応を図ることとする。 釧路

87万トン

苫小牧
74万トン

八戸
104万トン

＜凡例＞

※1 右図の貨物量はとうもろこしの輸入量（2009年実績値）

釜石
12万トン

石巻
36万トン

104万トン

とうもろこし輸入量が10万トン以上の港湾

国際バルク戦略港湾 ※1

（コンテナ貨物は除く）
出典：「港湾統計（年報）2009」

鹿島
283万トン

水島
170万トン

名古屋
157万トン

博多

神戸
73万トン

千葉
52万トン

清水
八代
34万トン

博多
48万トン

田子の浦
38万トン

三河
14万トン

１,０００億円以上２,０００億円未満
５００億円以上 １,０００億円未満

２,０００億円以上

都道府県別畜産業生産額（2009年）

志布志
167万トン

12万トン

鹿児島
83万トン

34万トン

衣浦
107万トン

四日市
10万トン

,
１００億円以上 ５００億円未満

１００億円未満
出典：都道府県別農業産出額（H21）
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今後のとうもろこし輸入の効率化について

○国際バルク戦略港湾においては －16～17m程度の岸壁に増深し 他港湾との連携により穀○国際バルク戦略港湾においては、 16 17m程度の岸壁に増深し、他港湾との連携により穀

物輸送の効率化を図っていく。
○国際バルク戦略港湾以外の港湾の中には、バース水深が12m程度でパナマックス船が満
載で入港できない港湾が存在しており、減載入港等による隘路の状況、国際バルク戦略載で入港できない港湾が存在しており、減載入港等による隘路の状況、国際バルク戦略
港湾との連携、航路の物理的制約等を踏まえて－14m岸壁への増深を検討していく。

とうもろこし輸入港湾におけるバースの最大水深
（2009年実績においてとうもろこし輸入量が10万トン以上の港湾）

水深 公共バース 専用バース

－17m17m

-16m 釧路（H23.11改訂）

-15m

-14m 石巻、八代
水島、苫小牧、
釜石、鹿児島

-13m 小樽 鹿島、志布志、八戸

-12m
田子の浦、清水
四日市、博多

名古屋、千葉、三河、
衣浦、神戸

水深については港湾計画上の値を記載

青字は国際バルク戦略港湾

※1 名古屋港、清水港については、今回計画の増深を反映していない。

出典：国土交通省港湾局調べ

※2 田子の浦港、三河港、衣浦港：航路の物理的制約により増深できない。
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青字は国際バルク戦略港湾


